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３ 要  旨 

夏秋キュウリの有機栽培において、定植を５月下旬、６月上旬および中旬に行い、アブラムシ類（ワタアブ
ラムシ主体）の発生推移を露地ほ場において調査した。 
（１）無翅アブラムシは、定植時期に関わらず６月下旬から７月上旬にピークとなり、その後減少に転じ７月
下旬以降寄生はほとんどなかった。また、寄生数は定植時期が遅いほど少なかった。 
（２）アブラムシ類を捕食する土着天敵のクサカゲロウ類およびヒメハナカメムシ類は、７月上旬以降急増し
ており、アブラムシ類の密度抑制に大きく寄与しているものと考えられた。 
（３）以上の結果から、露地夏秋キュウリの有機栽培を行う場合、アブラムシ類による被害を軽減するために
は、定植時期を遅らせることが有効な対策であると考えられた。 

４ その他の資料など


